
第４８回 

大阪母性衛生学会学術集会プログラム 

 

                  会   長 木村 正（大阪大学大学院医学系研究科 教授） 

         学術集会長 志村研太郎（大阪産婦人科医会 副会長 志村ウィメンズクリニック） 

 

        日 時：平成22年2月6日（土）13：00〜17：00 

        場 所：大阪大学中之島センター（10階ホール・７階セミナー室） 

〒530-0005 大阪市北区中之島 4-3-53 

        参加費：２,０００円 

    年会費：１,０００円（学生５００円） 

      （平成21年度大阪母性衛生学会に未入会の方は、年会費1,000円を別途申受けます） 

 

    事務局：大阪大学医学部産科学婦人科学教室   

        TEL：06-6879-3351  FAX:06-6879-3359 

                E-mail：jimu@gyne.med.osaka-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

    

 

  

後 援：大阪府助産師会、大阪府看護協会、大阪産婦人科医会、大阪大学大学院医学系研究科 

◆電車によるアクセス  

京阪中之島線 中之島駅より 徒歩約５分 

阪神本線 福島駅より 徒歩約９分 

JR東西線 新福島駅より 徒歩約９分 

JR環状線 福島駅より 徒歩約１２分 

地下鉄四つ橋線 肥後橋駅より 徒歩約１０分 

地下鉄御堂筋線 淀屋橋駅より 徒歩約１６分  

 

※タクシーでお越しの際は、近隣施設や

建物に中之島センタービル等類似した名

称の建物がございますので、「大阪市立科

学館 北側の『大阪大学中之島センタ

ー』」とお伝えください。 

 

※大阪大学中之島センターの正面玄関は中之島通に面しております。 

１０階建ての最上階がガラス張りで薄緑色に見える建物が大阪大学中之島センターです。 

 

※タクシーでお越しの際は、近隣施設や

建物に中之島センタービル等類似した名

称の建物がございますので、「大阪市立科

学館 北側の『大阪大学中之島センタ

ー』」とお伝えください。 

 

※駐車場はございませんので、お車で

のご来館はご遠慮下さい。 

mailto:jimu@gyne.med.osaka-u.ac.jp


会 長 挨 拶 大阪母性衛生学会会長 木村 正 

学術集会長挨拶 大阪母性衛生学会学術集会長 志村研太郎 

記 念 講 演 テーマ 『院内助産を知ろう』 

      愛仁会高槻病院 産科病棟科長 村田 佐登美 先生 

      薫風会佐野病院 三浦 徹 先生 

 

Time schedule 

時刻 第１会場（10 階ホール） 

（司会進行係 油井麻里） 

第２会場（講義室２） 

（司会進行係 村上聖女） 

13:00〜13:20 会長挨拶 

学術集会長挨拶 

おぎゃー献金感謝状贈呈式 

 

13:20〜14:10 第 1群（5題）座長 長尾清美 第 4群（5題）座長 三木佐登美 

14:15〜15:05 第 2群（5題）座長 芳中シゲ子 第 5群（5題）座長 浅見恵梨子 

15:10〜15:50 第 3群（4題）座長 高祖小百合 第 6群（4題）座長 林田理恵 

16:00〜17:00 記念講演   座長 木村正  

 

第 1 会場 進行係：油井麻里（大阪大学医学部附属病院） 

 

第 1 群（5 題）13：30～14：20 座長 長尾清美（りんくう総合医療センター市立泉佐野病院 泉州

広域母子医療センター 看護師長） 

 

１．AVM 合併妊婦に対し他病棟間協力による母性援助を実施して 

○松本佐知子、中西ツギ子、亀谷英輝（大阪医科大学附属病院） 

 

２．無介助分娩に関する情報源の実態とその問題点 

○奥野春奈、中嶋有加里、町浦美智子（大阪府立大学 看護学部） 

 

３．I 型糖尿病を合併した女性の妊婦期から産褥期までの不安を振り返る 

○花木寿子、平原 泉（大阪府立急性期総合医療センター） 

 

４．妊産婦の主体性を求めて ～参加型母親教室の取り組み～ 

○国本佳恵、濱端 梓、辻 友美、六倉綾香、羽座典子、関家夫子（医療法人愛賛会 浜田病院） 

 

５．帝王切開術での父親の蘇生室入室がその心理に与える影響 

○近藤三枝、渥美貴子、岩中美季、豊嶋美保、中嶋光子、井上京子（大阪府立母子保健総合医療センター） 



第 2 群（5 題）14:20〜15:10 座長 芳中シゲ子（小阪産病院 看護部長） 

 

 

６．分娩予定日を超過した初産婦への援助 ～40 週 0 日から分娩までを中心に助産師の役割を考える～ 

○行年実香（大阪市立総合医療センター すみれ 9階病棟）藤井ひろみ（神戸市看護大学） 

 

７．弟妹の誕生に伴う同胞の変化と家族の関わり 

○谷郷智美、川村千恵子（園田学園女子大学） 

 

８．産院のケア満足度、リピーター化に関連する要因の検討 

○浅見恵梨子、福田ゆかり、和木明日香、上田惠子、草野恵美子、佐藤文子（千里金蘭大学看護学部） 

 

９．体重減少 12％以上の新生児における一時的人工乳補足についての検討と今後の対策 

○木下 香、矢野由美子、守分幸子、荒武洋子、土居 暁、内海美幸、高崎理奈、三宅由花、石川綾子、今井

明子、谷口 武（医療法人定生会 谷口病院） 

 

１０．当院の育児相談の現状と今後の課題 

○南伊津子、江島美恵子、小林浩美、渡久地裕代、山本公子、金井宏之（医療法人 金井産婦人科） 

 

 

第 3 群（4 題）15:10〜15:50 座長 高祖小百合（定生会 谷口病院 病棟主任） 

 

 

１１．父親となる意識に関する研究 ～男性と助産師との認識の違い～ 

○堤 美香、藤巻友香、山東純子（社会医療法人 愛仁会 千船病院） 

 

１２．褥婦と看護スタッフの交流につながった哺乳記録表改定を試みて 

○杉本佳奈美、西美佳菜、田井久美子、竹村秀雄（竹村医学研究会 小阪産病院） 

 

１３．看護ケース検討会においての担当者の変容と課題 

○金 英仙、田中弘子、三田村七福子、芳中シゲ子、竹村秀雄（竹村医学研究会 小阪産病院） 

 

１４．会陰裂傷に関する分娩要因の検討 ～第２報～ 

○宮野美千代、宇野光世、森尾優子、金 英仙、田井久美子、芳中シゲ子、竹村秀雄（竹村医学研究会 小阪

産病院） 

 

 

 

 



第 2 会場 進行係：村上聖女（大阪大学医学部附属病院） 

 

 

第 4 群（5 題）13:30〜14:20 座長 三木佐登美（大阪大学医学部附属病院 周産期母子医療センタ

ー 看護師長） 

 

 

１５．不妊治療で妊娠した妊産褥婦への助産師の関わりに関する研究 

○伊藤 聖、栗原美佳、平野 香、谷本好望、山口珠美、辻井茉莉（愛仁会看護助産専門学校助産学科 第 13

回生）倉本孝子、増本綾子、野間裕子、涌嶋嘉子（愛仁会看護助産専門学校）樋口善之、松浦賢長（福岡県立

大学看護学部） 

 

１６．妊娠中における夫婦の食事にあり方に関する研究 

○塚元安妃、陶山小百合、竹内葉子、濱名由加里、松本小百合、湯本早名絵（愛仁会看護助産専門学校助産学

科 第 13 回生）倉本孝子、増本綾子、野間裕子、涌嶋嘉子（愛仁会看護助産専門学校）樋口善之、松浦賢長

（福岡県立大学看護学部） 

 

１７．妊婦の夫における喫煙・タバコに関する意識調査 

○羽賀田千晶、青儀早耶、神戸乃梨子、中村優希、山田祐里江（愛仁会看護助産専門学校助産学科 第 13 回

生）野間裕子、倉本孝子、増本綾子、涌嶋嘉子（愛仁会看護助産専門学校）樋口善之、松浦賢長（福岡県立大

学看護学部） 

 

１８．新人助産師の職業ストレスに影響を与える要因 

○和木明日香、福田ゆかり（千里金蘭大学・社団法人大阪府助産師会）山口福美（社団法人大阪府助産師会）

徐 智恵（大阪市立大学医学部附属病院・社団法人大阪府助産師会）高橋弘枝（大阪厚生年金病院・社団法人

大阪府助産師会）宮内啓子（市立堺病院・社団法人大阪府助産師会）浅見恵梨子、上田惠子（千里金蘭大学・

社団法人大阪府助産師会） 

 

１９．新人助産師の助産師基礎教育に対する考え ～教育背景との関連から～ 

○福田ゆかり、和木明日香（千里金蘭大学・社団法人大阪府助産師会）山口福美（社団法人大阪府助産師会）

徐 智恵（大阪市立大学医学部附属病院・社団法人大阪府助産師会）高橋弘枝（大阪厚生年金病院・社団法人

大阪府助産師会）宮内啓子（市立堺病院・社団法人大阪府助産師会）浅見恵梨子、上田惠子（千里金蘭大学・

社団法人大阪府助産師会） 

 

 

 

 

 

 



第 5 群（5 題）14:20〜15:10 座長 浅見恵梨子（千里金蘭大学 看護部・母性看護学 助産学） 

 

２０．高校生における対児感情の検討 

○木内佳織（大阪大学大学院）徳山可奈（大阪大学）福山智子（大阪保健医療大学）高橋弘枝（大阪厚生年金

病院）三谷明美（山口県立大学看護栄養学部）赤井由紀子（四日市看護医療大学） 

 

２１．初めて子どもをもつ父親の育児の意味づけ 

○田中恵子、竜岡久枝、木内佳織、大橋一友（大阪大学医学部保健学科 母性・小児看護学講座） 

 

２２．流産経験のある妊婦の現在のニーズと流産時の医療への満足度との関連についての研究 

～母子保健教室参加妊婦の質問紙調査から～ 

○玉上麻美、小山田浩子、植田みゆき（大学院学生）（大阪市立大学大学院 看護学研究科） 

 

２３．妊婦の日常生活における既受講の保健指導内容の有用性について 

～母子保健教室参加妊婦の質問紙調査から（その１）～ 

○小山田浩子、玉上麻美、植田みゆき（大学院学生）（大阪市立大学大学院 看護学研究科） 

 

２４．母子保健教室参加妊婦の既受講の性教育、及び性生活指導内容等の有用性の関連に関する研究 

～母子保健教室参加妊婦の質問紙調査から（その２）～ 

○小山田浩子、玉上麻美、植田みゆき（大学院学生）（大阪市立大学大学院 看護学研究科） 

 

 

第 6 群（4 題）座長 15:10〜15:50 林田理恵（阪南中央病院 看護部次長） 

 

２５．妊娠期から産後までの継続看護 

○山﨑由美子、南出陽子、平井梨沙、大国 恵、山田明子（近畿大学附属病院産婦人科病棟）島岡昌生、釣谷

充弘、塩田 充、星合 昊（近畿大学医学部産科学婦人科学教室） 

 

２６．ハイリスク母子への支援 

○三宅知里（独立行政法人労働者健康福祉機構 大阪労災病院 ） 

 

２７．産褥期における乳房のセルフケアへの援助 ～乳房ケアに上半身の体操を取り入れて～ 

○河本優子（大阪市立総合医療センター） 

 

２８．産科病棟における母子の安全管理 ～看護者によるインシデントレポートの分析から～ 

○岡村美香、加藤由紀子、北浦久代、松本美知子（大阪市立大学医学部附属病院周産期病棟） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業展示（順不同） 

明治乳業株式会社 

カネソン本舗 柳瀬ワイチ株式会社 

有限会社 青葉 

ピジョン株式会社 

アメジスト 大衛株式会社                                                                                                                                      

  

 

 


